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『春の日の午後、寡婦３人』
（２００９李箱文学賞優秀賞受賞作）

作者　鄭智我
１９６５年、全羅南道求礼出身。中央大大学院文芸創作学科博士課程修了。１９９０年、「パルチザンの娘」を上梓して、文壇デビュー。１９９６年、朝鮮日報の新春文芸に短編小説「マメガキの木」が選ばれる。
あらすじ

エイコ（主人公）と、ハルコ、サダコは８２歳の寡婦。日本統治下の普通学校の同級生。今も当時のまま日本名で呼び合う。３人は親友だが、エイコは内心、ハルコとサダコの仲の良さに嫉妬している。エイコの回想の形式をとり、少女の頃から、８０歳を過ぎた今に至るまでの３女性の人生と、変わらない性格を表わすエピソードが綴られる。
ある春の日、ハルコの様子がおかしい。夫を亡くした記憶も、サダコの記憶もないようだ。エイコは嫌がるハルコを連れてサダコの家を訪ねる。サダコの思い出の豆スープでハルコの記憶はよみがえるが、エイコは２人の親しさに相変わらず嫉妬する。
エイコは思う。老人の「死にたい」という言葉は、娘が「嫁に行きたくない」という言葉のように３大ウソのひとつだというのに、サダコとハルコが嫁に行きたくないと言ったのは、ウソではなかった。今、２人が死にたいと言うのも真実なのかもしれない。それでもエイコはまだ生きていたい。エイコが「死ぬならあなたたちだけで行って。私は千年万年生きるから」と言うと３人は少女の頃のように笑い、死ぬまで楽しく生きるために昼食を食べることにする。
登場人物
エイコ（本名ヨンジャ）（主人公＝彼女）子のために生きた。負けず嫌いな性格。ハルコとサダコの仲の良さにさえ嫉妬している。キム薬局のパク助手と結婚し、子３人。当時には珍しく、息子を米国留学させるなど教育熱心。薬剤師免許はなかったが経営の才覚があり漢方医に依頼して作った膏薬とヒフ病の薬は隣町からも客が来るほど評判になり、資産を築く。夫のパク助手は薬局をエイコに任せて楽器に夢中になり、４０歳になる前に妾の所で急死した。金遣いが荒い夫への愛情は消えうせており、その死に際して涙も出なかった。末っ子がソウルの高校に進学した後、村内の元高校教師と不倫。サダコに「息子に恥ずかしいことはやめなさい」と忠告を受けるが、反発。その後もサダコに見せ付けるように男をつくる（５人）。ハルコの夫が亡くなっているのを最初に発見し、葬儀の世話もした。
学生時代はハルコに級長のエイイチ宛にラブレターを出させるなどませた女の子。サダコが東京帝大卒の男と結婚した時にも嫉妬。サダコが貧しい男と再婚した時、初めて葛藤が解け、生活にも余裕ができていたことから１０００ウォンのご祝儀を渡す。ハルコが教師をやめた夫と、地元に帰って来た時は本屋を用意してやる。
ハルコ　夫のために生きた。引っ込み思案。子なし。全州師範大学を卒業した教師と結婚。全国教職員労働組合の活動をしていた夫は、四月革命後（朴正煕の軍事クーデターに伴い）学校をやめ、一緒にふるさとへ戻る。エイコに本屋を用意してもらって生活。夫は２年前に亡くなったが、最後まで腕枕で寝るほど仲睦まじく、毎日亡夫の食事を用意している。夫を亡くした時に正気を失い、エイコに頼るようになる。本屋の費用は１０年かけて利子をつけて返した。夫が亡くなる前までは借りを返すようにエイコにコチュジャンや味噌、ジャムなどを届けていた。
サダコ　思想のために生きた。口数が少ない優等生で、人に頼ることをよしとしない。子２人。初婚は東京帝大卒の男。結婚を嫌がり「東京に行って苦学する」と釜山行きの列車に乗るも連れ戻される。結婚後数ヶ月でパルチザンになった夫に従い山に入る。活動中に夫を亡くし、監獄暮らしを終えて故郷に帰る。監獄から出てくると彼女を取り調べた検事や医師に言い寄られたが、拒否。１０数年後に同じ経歴を持つ貧しい男と再婚。再婚の夫は再組織事件（※）で１０年以上を監獄で暮らし、５年の闘病の末、亡くなったばかり。生活が苦しくても人に頼らない性格のため、エイコの薬局で安い胃薬を買っても必ず代金を支払った。今も部屋には「統一広場」などの本だらけ。
※ 現実にあった事件か、架空の設定か不明。
語句

p.123

４・１９　四月革命、４・１９学生革命。１９６０年４月に韓国で起こった、学生を中心とする李承晩政権打倒運動。同年３月１５日の大統領選挙で、不正に抗議した馬山市民の蜂起後（馬山事件）、行方不明になっていた中学生・金朱烈の惨殺死体が発見されると抗議の声が全国に広がり、４月１９日ソウルのほとんどの大学がデモに参加、市民を巻き込み騒乱状態になった。さらに２５日には大学教授団のデモ、２６日にも第２次のデモが展開され、李承晩は退陣を表明した。（平凡社『朝鮮を知る事典』参照）
※５・１６クーデター　１９６１年５月１６日の朴正煕陸軍少将らによる軍事クーデター。四月革命による李承晩退陣後、張勉政権下の韓国で一大政治勢力となった学生たちが南北の交流と統一を求める動きをみせ、四月革命から１周年の６１年４月１９日にはソウルで５万人が集会、さらに５月中に板門店で南北学生会談開催を計画した。クーデターはこの政情不安を突き、朴正煕は６２年３月に大統領権限代行になると７９年に射殺されるまで１８年にわたり政権を握った。（平凡社『朝鮮を知る事典』参照）
p.124
至紫寓　山の人。パルチザンを指す。

＜読書会で出た意見＞
· サダコとハルコの仲がいいのは思想という共通項があるためではないか（サダコは本人がパルチザン、ハルコの夫は朴正煕のクーデターで教職を追われた）。しかしハルコはそれに気がつかずに２人の仲に嫉妬している。
· 筆者は社会派小説が多いのかもしれない。「マメガキの木」はベトナムに多い木なので、ベトナム戦争を描いた作品と思われる。
